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総合研究センター 講座情報

創作張り子を作ろう
連続講座：琉球玩具への招待 ⑧

を作ろう
参加無料

日時：初回は2019年10月12日（土）13:00～17:00
場所：沖縄美ら島財団 那覇事務所「芙蓉館」（駐車場あり）

（旧レストラン ラ・フォンテ 首里桃原町 1-13）
定員：10 名（先着順）
対象：高校生以上（ 4 回で完成）

講師：西平守孝・木野沙央里（沖縄美ら島財団職員）

※会場までは近隣駐車場及び公共交通機関をご利用ください。

Okinawa Churashima Foundation Research Center

琉球玩具の中で，よく

知られたものに張り子がある。古くから

作られてきたものに加えて，年々新しい創作

張り子も作られている。この講座では，古来の

手法や新しい手法で，沖縄の文物を

モチーフに創作張り子を作る。
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沖縄美ら島財団

一般財団法人
沖縄美ら島財団



「琉球玩具への招待 8 創作張り子をつくろう」参加申込者への事前連絡とお願い

西平守孝 (2019.8.5.)

琉球張り子

１．今回のワークショップで作る予定の張り子

２．作業工程

３．それら以外に、自由工作もOK！

★ワークショップ期間中、無償で準備する材料と道具
手引書・材料・道具

★道具の個人持ち込みについて
使い慣れた工作道具を持参したい方は、講座で準備するものと区別できるようにご配慮ください。

a. 伝統的琉球張り子（単純な形状の張り子で、初参加者の練習） 例）ウッチリクブサー・ホートゥグヮー
b. 伝統的なつくり方に倣って土型から作る創作張り子（張り子づくり経験者）
c. 紙筒など廃品利用の張り子（サンプルに倣って作るもよく、全く新たなものを作ってもよい）（希望者）

a. 初めて張り子を作る場合は、ウッチリクブサーまたはホートゥグヮーでの基本的練習を推奨
ラップ貼り→紙貼り（2重）→土型取出し→紙貼り（2重）→ジェッソ塗り→色付け（完成）

b. 張り子づくりが初めてでない場合は、a. の必要はなく、すぐに土型作りに取り掛かる
土型作り→乾燥→エナメル塗料塗り→ラップ貼り→・・・・・・・・・
★陶土で土型を作るため、必要と考える方はエプロン・使い捨てゴム手袋（薄手）持参
何を作るかは、参加者が自由に考えて土型から作る（参考サンプル展示あり）

c. 廃品利用（サメ・マンタ・ウミガメ・人物など）（参考サンプル展示あり）
★大型のジンベエザメ（長さ50cm）を作りたい方は、ポテトチップスの紙空き筒3個持参

会場詳細地図・アクセス

① abc のうち、どの作業工程から作成を開始希望か （下記「琉球張り子」の項目参照）
② 駐車場利用の有無・台数 （駐車場に限りがあるため）
③ 受付時、住所の聞き取りあり （本講座では通知等を郵送にて行うため）

【開催場所】
沖縄美ら島財団 那覇事務所「芙蓉館」
那覇市首里桃原町1-13

受付時に確認すること

【アクセス】■最寄のバス停：桃原バス停（徒歩3分程度）
■最寄モノレール駅：儀保駅（徒歩5分程度）

拡 大 図

【駐車場】ガソリンスタンドの横道からお入りください。




